
タイトルのTuuliとはフィンランド語で「風」を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。
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平成２８年度の締めくくりとなりますボランティア交流会が、３月８日に行われました。おかげさ
まで大勢の方にご参加をいただきました。第１部のアウリンコの見学会には４９名の方にご参加いた
だきました。

アウリンコの１階玄関はスオミケアハウスのレス
トランの前です。入ってすぐ右に地域交流スペース
があります。突き当りのエレベーターの横にはボラ
ンティア室も完備されています。洗濯室や調理室も
あります。

２階はデイサービスがあります。一般の方が２５
名、認知症対応型１２名ですので、今までより少し
規模が縮小となります。
また障がい者向けの短期利用が６床があります。１
８歳以上で障がいのある方が利用できます。

３階は４ユニット全て短期入所の施設です。４０名の受け入れができます。
また「まことくらぶ」のカフェ「Ｋｕｋｋａ」（クッカ・フィンランド語で“花”の意）があります。
そのほか生活支援室・診療所・機能訓練室もあります。この階でようやく甲州街道の玄関とつながり
ます。

４階から６階までは全室個室の特養です。１ユニット
１１人～１０人で各フロアに４ユニット＝４３名、合計
１２９名の方々がお住まいになります。７階は研修室です。

見学終了後、甲州街道に沿って至誠学園に移動しました。
そこで和光ホーム・スオミケアハウス・せせらぎのボラン
ティアさん１９名に合流していただき、総勢８９名の大規
模な昼食会となりました。

橋本理事長のお話：至誠ホームが評価をしてもらっている理由の一つにたくさんのボランティアさ
んが至誠ホームを支えてくださっていることが大きい。アウリンコの定礎に「太陽を」と揮毫した。
そこにお住いの方にボランティアさんが太陽になってくださることを期待します。こちらの施設をご
紹介すると法人は高齢関係、児童福祉、障がいの仕事をしている。ここは児童養護施設３つあり原則
０歳から１８歳までの家庭内事情で家庭での生活が難しい子供たちが生活している。
みんなの故郷至誠ホームです。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

吉上園長のお話：４月１日アウリンコが開設します。その後至誠特養が４０年となり給排水管の回
収工事を始めます。立て替えをしない理由は社会福祉法人の役割として低所得の方も入れる施設を残
すため。４人部屋を２人部屋にして住み良くしていく。アウリンコは１０～１１人の大家族が生活す
る感じなのでみんなで集まって活動するのではなく小さな単位となる。至誠特養でも工事が始まると
活動の形態も変わってくる。いろいろご迷惑をおかけするが今後ともよろしくお願いいたします。

旭ホーム長のお話：アウリンコは今までの中で一番明るく広い施設。日本で誇れるくらい古い時代
からボランティア活動に取り組んできている。いくら新しい施設ができ、新しい体制になっても大勢
のボランティアさんに来ていただくことは続けていく。当分混乱が予想されるので心配な事、ご要望
などはコーディネーターにお話しいただきたい。今後もよろしくお願いいたします。

～ボ ラ ン テ ィ ア 交 流 会 の ご 報 告～
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新規に採用された国家公務員の皆さんには初任行政研修がありま
す。行政官としての在り方や政策を学び、介護等実地体験や地方自
治体での実地体験を通して地域や社会のあるべき姿を考える研修で
す。

至誠ホームでは、介護等実地体験が始まった平成９年から受け入
れをしています。今年受け入れを開始して２０年という節目となっ
たことで人事院公務員研修所から感謝状をいただきました。

今年も５月２２日、６月５日、６月２６日から各５日間、３名ず
つ研修に来られる予定です。意欲に富んだ意識の高い若者たちです。
今年もどうぞよろしくお願いいたします！

人 事 院 初 任 者 研 修 受 け 入 れ に つ い て

今年も、立川市地域文化振興財団主催のコミュニティ奨励賞を、至誠
ホームで活動いただいているボランティアさんが受賞なさいました。手品
でご活躍いただいている「鈴の会」代表の鈴木文さんです。

この賞は「文化・芸術の分野において、地域で他の模範となる善意の行
為や継続的なボランティア活動を行っている個人または団体」に、贈呈さ
れます。鈴木さんは昭和６３年から白百合というボランティアグループの
一員として特養で活動をしてくださいました。その後、体調を崩されしば
らくのお休みを経て、今度は特技の手品を披露して下さるボランティア活
動を開始なさいました。

鈴木さんが工夫をしてくださっているところはただ手品を見せるのでは
なく、観客を巻き込んで一緒に参加してもらうところです。皆さん、満面
の笑みを浮かべ、惜しみない拍手喝采を送られます。

ご自宅では後継者や仲間を育てるために、マジックの練習会も開催しておられ
ます。昨年卒寿を迎えられた鈴木さんですが、これからもどうかお元気でご活躍
いただきたいと思います。おめでとうございました！

財団法人 立川市地域文化振興財団 コミュニティ奨励賞 受賞のお知らせ

至 誠 特 養 の 活 動 に つ い て

いつも至誠特養でご活動いただきありがとうございます。４月からの至誠特養の様子をわかる範囲で
お伝えいたします。５４名の方々が、４月１日をもって、至誠特養からアウリンコに移動の予定です。
定員が９６名となり、居室が３階と４階フロアのみとなります。

残られた方々も居室の移動があります。グループリビングハーモニーでの活動は中止となり、今
ショートステイとなっているところが、グループリビングアンサンブルとして１０名のお年寄りがお住
まいになります。

クラブ活動についてです。生活の潤いの部分ですので、出来る限り継続したいと考えています。クラ
ブに関わってくださっている方々に直接活動内容についてご相談をさせていただいています。また現在、
各フロアで衣類整理をしてくださっているボランティアさん方はどこにいつ入っていただくかを検討中
です。こちらも個別にご相談させてください。

走り出してみて初めて分かることも多々出てくると思います。今後もご相談しつつ進めたいと思い
ます。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

３月１８日（土）１３：００～至誠ホームアウリンコ 解説記念講演会 場所：スオミレストラン

３月２４日（金） ９：００～１２時 アウリンコ施設見学会

今 後 の 開 設 記 念 行 事 に つ い て


